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遊びの要素を取り入れた体っくり運動の指導法
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要約

本報告では，宮古島市立教育研究所が主催する夏期研修の一環として，琉球大学教育学部附

属教育総合実践センターが行っているアドバイザリースタッフ派遣事業を利用して，平成28年

8月9日に宮古島市立久松小学校にて小・中学校教諭を対象に遊びの要素を取り入れた体っくり

運動をテーマに，実技指導 1r楽しいアイスブレイクjおよび実技指導11rコーディネーション

能力を養う体っくり運動」を実践した.研修は，児童が楽しく，仲間と協力し合える内容で構成

し，さらに活動量や運動能力の向上を含んだ耕オを中心に紹介した.参加した教諭のほとんど

が，満足のいく内容であったと回答し，本研修会の主旨や目的についても深し叫里解を示してい

た.また，今回紹介した実践内容は体育授業以外での活用の可能性も期待できることからも充実

した研修会となった.

1.はじめに

現代の子どもの体力・運動能力低下の問題は，

頻繁に取り上げられ，国や地方自治体において

も改善を図ることが急務となっている.2008年

告示の小学校学習指導要領解説(体育編)の中

にも「幼児教育との円滑な接続を図るJ r体力

の低下傾向が深刻な問題J r子どもの体力の二

極化への指摘J r各学年の系統性を図るJなど

が挙げられ，改善の具備句事項として「体っく

り運動」をはじめとする運動領域の内容構成の

考え方を示している.また，体育科の改善の基

本方針については，小学校，中学校及ひ胃等学

校を通じて「体育科，保健体育科については，

その課題を踏まえ，生涯にわたって健康を保持

増進し，豊かなスポーツライフを実現すること

事琉球大学教育学部 保健体育講座
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を劃見し改善を図る.その際，心と体をより一

体としてとらえ，健全な成長を促すことが重要

であることから，引き続き保健と体育を関連さ

せて指導することとする.また，学習したこと

を実生活，類全会において生かすことを爵見し，

学校段階の接続及び発達の段階に応じて指導内

容を整理し，明確に示すことで体系化を図る.J 

としている.そして，体育については， r体を

動かすことが，身備包力を身に付けるとともに，

情緒面や知的な発達を促し，集団的活動や身体

表現などを通じてコミュニケーション能力を育

成することや，筋道を立てて練習や作戦を考え，

改善の方法などを互いに話し合う活動などを通

じて論醐句思考力をはぐくむことにも資するこ

とを踏まえ，それぞれの運動が有する特性キ魅
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力に応じて，基礎的な身体能力や知識を身に付

け，生涯にわたって運動に親しむことができる

ように，発達の段階のまとまりを考慮し，指導

内容を整理し体系化を図る.Jとしている.以

上の改善の基本方針に従い，さらに，小学校体

育において体力の向上を重調し， r体っくり運

動」の一層の充実を図ることが挙げられている.

体っくり運動は，すべての学年において必修

領域と位置付けられ，発達の段階に応じた指導

内容とし， r心と体の関係に気づくこと，体の

調子を整えること，仲間と交流することなどの

体をほぐしたり，体力を高めたりするために行

われる運動Jである.その内容は， r体ほぐし

の運動」および，小学校低・中学年が対象とな

る「多様な動きを作る運動(遊び:)J ，高学年

が対象となる「体力を高める運動Jで構成され

ている.

特に多様な動きを作る運動(遊び)について

は，脳・神経系の発達が著しし、小学校低・中学

年が最も適した年代と言われ，基本的な動作の

習得や動作の多様化，動作の洗礼化が求められ

るものだと考える.本来，子どもの多種多様な

動きは日々の生活で，身体に必要なだけ自然に

体を動かしていくことによって獲得されるべき

であるが，近年の生活環境の変化により，動き

を体感できる場所や時聞が制限される現代では，

それが困難であることも推測される.しかし，

中央教育審議会の答申で「生涯にわたって積極

的にスポーツに親しむ習慣や意欲，能力を育成

することが重要」としていることからも教師は，

「楽しさjや「運動能力の向上j を創造し，発

達段階に応じた指導をすること，さらには，児

童・生徒に運動の楽しさを経験させることが重

要であると考える.

これまで、体っくり運動に関する研究は様々な

視点からいくつかの報告がされており，本欄ら

(2015)は，小学生中学年を対象に身体欄併

協動の場での課麟平決場面を含んだ体っくり運

動を実践した結果，心身のコミュニケーション

を含む体っくり運動は，共感性を高める上で有

効だ、ったと報告している.また，平野ら (2011)

は，小学校の体育授業実践を通して，アドベン

チャープログラムを取り入れた体ほぐしの運動

が，仲間との交流に肯定的な変容に有効である

ことを確認し，自己肯定意識においても，肯定

的な効果を及ぼすことを明らかとしている.さ

らに，仲間づくりを目的にした体育授業では，

児童にとって精神心理的の回復・増進に寄与す

ることを示唆している(鈴木ら， 2003) .そし

て，身柄安触を伴う「じゅうどうあそび」を小

学校体育における体ほぐしの運動の耕オとして

の有安加企を検討した研究(飯島ら， 2016)では，

単元後に感謝感情，社会的スキルが有意に向上

したとともに，受け身の技能も習得することが

可能であると述べている.これに関連して多様

な動きを作る運動(遊び)では，子どもたちが，

進んで楽しく運動(遊び)に取り組む中で「調

整力」を培うのに有効であるといえる.つまり、

体っくり運動の効果は様々な千見点から期待でき

るものであり， r生きる力j を構成し，心身と

もに健康でたくましい身体をもっ児童を育成す

るとともに，生涯にわたって運動に親しむ子ど

もを育てるうえで欠カ》せない単元である.

しかし，近年の子どもの低体力，二極化問題

などの背景を考えると，体育授業の工夫が一層

要求される.先述したように，生涯にわたって

運動やスポーツに親しめる習慣や意欲などを育

成するためにも，体育授業内でも運動の上達や

成功の体験から得られる「やればできる」とし、

った運動有有国惑を高める必要がある. 日本体育

協会は運動有官自惑の理念について， r運動有能

感は，幼少期の運動経験によって基礎がつくら
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れ，スポーツ活動を通して『できた~ wゃった』

としりた運動の上達や成功の体験が子どもの運

動有能感の形成に大きく影響する.Jと述べて

いることからも運動有官包惑を高めることができ

れば，運動に対する自信が持てさらには運動が

好きになり，積極的に体を動かすようになるこ

とが期待できると考える.

一方，小学校における「体っくり運動」の指

導について教員の意識調査を行った研究(深谷

ら， 2016)では，教員は体っくり運動の重要性

を認識しながらも，ウォーミングアップや{也の

競技運動の補助的内容として扱っていることが

多く，鞠虫の単元として実施している教員は少

ないことが明らかとなっており，児童の関心・

意欲を持続させることが難しく，授業や単元を

維持するに必要な運動についての知識や実践力

に自信がないことを理由として示している.こ

のようなことから，山田ら (2016)は，小学校

低学年を対象に気軽に取り組める「体っくり運

動Jの耕寸開発を授業実践を通して検証した結

果，運動の種類を増やすことで自然と運動量も

増え、興味関心が高まることべ授業のメリハリ

を強調し，運動の配置を寸車の流れとして行う

ことで，児童，老師ともに達成感が持てたと報

告している.つまり，児童の関心意欲の持続と

いう観長から「体っくり運動」の授業展開は，

いくつカ:紹介されているところではあるが，体

ほぐしゃ多様な動きを作る運動でも誰もが楽し

めるゲーム，いわゆる「遊び」を取り入れるこ

となどの工夫が必要ではなし、かと考える.

琉球大学教育学部では，教育実践総合センタ

ーが中心となり「アドパイザリースタッフ派遣

事業Jを実施している.これは大学と地樹士会

の連携を目指し，大学が有する研究活動の成果

を地域に還元することを目的に行われており，

学校の校内研修をはじめ，教育委員会や教育研

究所等で実施される研修会等に萌球大学教育学
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部の教員を詩師として派遣している事業である.

今回，宮古島市立教育研究所よりアド、パイザリ

ースタッフ派遣事業を利用して筆者に「遊びの

要素を取り入れた体っくり運動の指導法Jとい

う内容で依頼があり，宮古島市の体育・スポー

ツに関わる教諭八指導法などの理論や実践方法

などを展開した.本報はその実践報告と講習会

後のアンケート調査の結果を紹介する.

2.実践方法

2. 1 対象および日程

本研修会は宮古島市立教育研究所が主催する

夏期研修として平成 28年 8月 9日， 14:∞~  

17:∞に宮古島市立久松小学校体育館にて実施

され，対象は宮古島市内の小・中学校教諭11名

であった.

2. 2実跡指導I

今回の実技指導では，研修会の第一部に「楽

しいアイスプレイク」と題し，主に体育授業の

導入部分で活用できる内容を取り上げた.アイ

スブレイクは，授業のみならず，企業研修明菜々

な場で利用されることが多く，その目的として，

①全員が和やかな雰囲気に包まれるようにする

こと，②コミュニケーションが円滑に，豊かに，

広くなるようにすること，③その場に自分がい

てもよいとし、う安心感をもつこと，としている.

体ほぐしの運動のねらいとして「みんなでかか

わり合う」という内容からも体育授業での導入

にアイスブレイクを利用する価値は高いと考え

られる.つまり，アイスプレイク活動を授業の

はじめに取り入れることで，児童の心と体を解

放させ，授業に意欲的に取り組めるようにする

ことが期待できる.実際に授業で導入する際，

児童が協同的に課題に取り組むことができるよ

うに，①作戦を立てる，②ズ〉レをしない，③あ

きらめない，④おもいきり楽しむ，の4つの約

束を必ず守ることを前提に進めていくこととし

た.以下に今回の研修会で実施した内容を紹介

する
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1)他者紹介

まず， 10人程度のグループ内で二人一組のベ

アを作り，相互に時間を設定(例えば3分程度)

してインタビューを行う.インタピ、ュアーは，

相手の特技ぞ趣味などより多くの情報を引き出

せるような質問を考える.全員のインタビュー

が終了したら，グ、ループ内で「他者紹介Jを行

う(1分程度).限られた時間の中で他人の情報

を上手に伝えなければいけないので，より協同

的な活動になる.

2)あとだ、しジャンケン

先生(あるいはリーダー)一人対児童全員で

のジャンケンを行う. rジャンケンポン・ポン」

のタイミングで，児童はあとだしジャンケンを

する.①みんなは，先生と同じものをだして，

あいこになる.②先生に勝つようにジャンケン

する.③先生に負けるようにジャンケンする.

このように条件を変えながら，何回カ当車続で行

う.応用編として上記の内容を足で行うことも

できる.

3)グーとパー

胸に一方の手をグーにしておく.もう一方の

手はパーにして前に出す.iせーのJとし、う掛け

声で右手と左手を入れ替えこれを連続して行う.

他にも，①胸にパー，前にグー，②胸にグー，

前にパーで、手を入れ替えるときに手をたたく，

③胸にパー，前にグーで手を入れ替えるときに

手をたたく，などがある.また，応用編として

童謡など歌を歌い， リズムに合わせながら行う

こともできる(例:童謡のもしもしかめよ).そ

の際，歌の途中で手の条件を変えると難易度が

上がる.

4)ワンワンニャージャンプ

まず，リーダーを一人決めて，その人が「ワ

ン」と言ったら右に 90度回転しながらジャン

プ， rニャー」と言われたら左に90度回転しな

がらジャンプ、「ワォーン」と言われたら，その

位置から(左右どちらでも)ジャンプして1回

転する.はじめは，一つずつ言われた合図に合

わせてジャンプ(方向転換)し，連続で(ワン・

ワン・ニャー・ワン・ワォーンなど)言われた

ら，その順番でできるだけ素早く動く.

5)グーパーリズムジャンプ

手を体の前に構え，手も足もグーで8回その

場ジャンプ，次に手も足もパーで、8回ジャンプ

する.以下，同様の動きを交互に4回， 2回， 1 

固と連続で行い，最後に手拍子 (1回)で終了.

応用として，手と足の動きを反対にしたり，音

楽(歌など)に合わせて行ってもよい.

6)視覚反応ゲーム

児童は，足を肩幅程度に開き，素早く反応で

きるように準備する明奈を軽く曲げて準備して

おく).リーダーは手を体の後ろ側からグー，チ

ョキ，パーのいずれかの合図を見せる.事前に

決められた合図の時だけ，ジャンプするように

する.また，それぞれの合図ごとに決まった動

きをすることも可能で，例えば，グー→ジャン

プ，パー→しゃがむ，チョキ→その場で回転な

ど，多様性が持てる.さらに，ボーノレやハンカ

チなどを使って“色"で動作を決めて行っても

よい.

ηジャンケン足し算

二人一組になり，相手が出したものと自分が

出したものを足して先に答えたぼうの勝とする

(グーLチョキ2，パー5).グーの数を 10に

するなどして変化を持たせるとバリエーション

が増える.また，学年によっては，引き算キ掛

け算などの計算方法を変えたり， 3人以上での

ジャンケンをするなと嘆賜度を段階的に上げる.

8)背中合わせで立ちあがる

二人が背中合わせに体育座りの姿勢で腕を組

んだ状態からスタート.二人の掛け声で上手に

立ち上がる.次に腕組をしないで、立ちあがった

り，座ったりを何度か繰り返す.最終的には掛

け声なしにお互いの心を合わせて立ったり，座

ったりの動作を行ってみる.

9)あんたがたどこさステップ

童謡の「あんたがたどこさ」の歌に合わせて

-28-
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両足で左右のステップを踏み， rさ」の付くとこ

ろだけ前に出る.慣れできたら二*̂llで向き合

いながら試してみる.さらに，お互いが背中合

わせになり， rさjの付くところで後ろに下がる.

10) ドラゴ、ンボールジャンケン

アニメ， rドラゴンボール」に出てくる“技"

の名前に合わせてポーズ(姿勢)を覚える.例

えば，パーは元気玉(両手を天井に向かつて挙

げる)，グーはかめはめ波(両手首を合わせ体の

前に突き出す)，チョキは瞬間移動(二本の指を

そろえ，額に添える). rドラゴ、ンジャンケン・

ジャンケンポンJの掛け声でジャンケンする.

あいこの場合は，互いに腕を組んでスキップし

ながら一回転，負けた人は馬闘15V，または，股

下くぐりを行う.

11)ウルトラマンジャンケン

ウルトラマンの必殺技などを覚える.例えlま，

ノミーはシュワッチ(両手を頭の上に伸ばし飛び

立つようなポーズ)，チョキはスベシウム光線

(両手で十字架を作る)，グーはエメリウム光線

(両拳を胸につけるポーズ:). rウルトラジャン

ケン・ジャンケンポンJの掛け声でジャンケン

する.1回負けたら勝った人の周りをカンガル

ージャンプ'， 2回負けたらくまさん歩き， 3回連

続で負けたら，片足でカンガルージャンプ，と

いうように負荷を上げていく.

ロ)人間ピンボール

5"'8人程度のグループで行う.グループで円

を作り，一人だけ目隠しをして円の中心に立つ.

囲んでいる人たちは目隠しをしているメンバー

を押し合い支えあう.目隠しした人は，メンバ

ーのことを信頼して，身も心も預ける.

13)掛け声に合わせて

先生の掛け声に合わせながら、間違えないよ

うに動いたり，ジャンプしたりする.①言うこ

と一緒(言うこと一緒)，やること一緒(やるこ

と一緒)，まーえ(まーえと言って前に動く)→

うしろ(うしろと言って後ろに動く)→みーぎ

(みーぎと言って右に動く)→ひだり(ひだり
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と言って左に動く)，②言うこと一緒(言うこと

一緒)，やること反対(やること反対')，まーえ

(まーえと言いながら後ろに動く)→うしろ(う

しろと言いながら前に動く)→みーぎ(みーぎ

と言いながら左に動く)→ひだり(ひだりと言

いながら右に動く)，③やること一緒(やること

一緒)，言うことぎやーく(言うことぎやーく)， 

まーえ(うしろと言いながら前に動く)→うし

ろ(まーえと言いながら後ろに動く)→みーぎ

(ひだりと言いながら右に動く)→ひだり(み

ーぎと言いながら左に動く). 

14)円陣フープリレー

全員で円になって手をつなぎ、どこかー箇所に

フラフープを入れる.rはじめJの合図で手を使

わず，手を離さずフラフープを一周させ元の位

置まで戻す.タイムを測ってどれくらい短縮で

きるかに挑戦する.

15)エプリボデ、イアップ

複数人 (5"'10)でグループを作り，両手をつ

ないで、中央に向かって座る.その時，つま先は

隣の人とくっつけて座るようにする.その状態

から手を離さないまま立ちあがる.どのように

手をつなげばいいのかをみんなで考えてスムー

ズに立てるようにする.

16)フープリレー

グループで順番にフープを置きながら，前に

進んでいく.フープの中に入る人が前に進んだ

ら，通過したフープを持ち，一番前に持ってい

く.フープの中を進んだ人が先にゴールライン

に到着したチームの勝ちとなる.この時，隣り

合うフープ出必ずくっつけることを条件にする.

1η 魔法のフープ

グループで輪になり，片方の人差し指の上に

フープを載せる.rせーの」の合図で人差し指を

フープから離さず床までおろす.一人でも指が

フープから附Lたらもう一度最初からやり直す.

人数が多くなるほと守難しくなる.フープに触れ

る指を変えたり，目隠しをしたりするなどして

難易度を上げながら挑戦する.
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18)ブラインドスクエア

グ、ループで円になり，目隠しをする.リーダ

ーは目隠しをしている人にロープを握らせる.

リーダーが「正方形」を作ってくださし、と言い，

目隠しをした人は言葉や体を使って形を作る.

人数に合わせて，三角形や丸などいろんな形を

提示することで難易度が上がる.

19)シートを裏返し

グ、ループ全員がシートの上に乗る.そして，

シートから落ちないようにシート全体を裏返し

にする.グノいープで、作戦を立てて，タイムを競

う.シートの大きさに合わせて，グ、ループの人

数を調整する.

20)シートでキャッチ

5人のグループを作り， 4人はシートの四隅

を持つ.シートの中央にボールを置き呼吸を合

わせボールを投げる.もう 1人は， 5""""11伽1程

度離れた場所に立ち，飛んできたボールをキャ

ッチする.キャッチする人を入れ替えて全員が

キャッチするまでのタイムを競う.

2. 3実掠指導E

実技指導の第二部では， iコーデ、ィネーション

を養う体っくり運動j と題し，幼少期に身につ

けておきたい動きを踏まえながら，多様な動き

を作る運動(遊び)を取り上げた.小学校 (6歳

~ロ歳)期では，脳・神経系の発達が著しい時

期であり，見たり，聞いたり，触れたりするな

どして様々な感覚を働かせたりしながら体のバ

ランスをとって運動すること，いろんな方向に

移動すること，用具などの動きにタイミングよ

く反応すること，力の入れ具合を調整すること

など基本的な動きを習得するのに適していると

言える.すなわち，目や耳などの感覚器から入

ってきたa情報を脳が上手に処理して，体の各部

に的確な指令をだす運動神経へのアクションが

求められると考える.近年，このような運動神

経を「コーディネーション能力」と呼ぶことが

多くなってきた.日本コーデ、イネーショントレ

ーニング、協会(JACOT)では，コーデ、ィネーシ

ョン能力を以下の7つに分類している.⑪車結

能力「身体の各部位射固々の動きを結び付けて，

新しい運動を生み出せる能力J，邸地能力「状

況に応じて運動部位の力・時間・空間を調整し，

効率的に運動が行える能力J，③ノ〈ランス能力

「姿勢を保つことができ，崩れても元に戻すこ

とができる能力J，④定位能力「環境と自分の関

係を把握し，自らの動きを方向付ける能力J，⑤

リズム能力「外的なリズムを正確につかみ，内

定なリズムのイメージ通りに運動できる能力J，

⑥即芯能力「刺激に対して素早く，正確に対処

し運動できる能力J，⑦変換能力「状況に合わせ

て，素早く動作を切り替えられる能力J，これら

の能力は，学校現場における体育的遊びの中で

養うことが可能である.例えば，大型教材を用

いた活動(マット，眺て央箱，鉄棒，平均台)，小

型耕オを用いた活動縄，ボーノレ，フープ)，集

団での活動(水遊び，プール遊び，かけっこ，

リレー遊び)などが挙げられる.本報では，ど

の学校でも容易に実践が可能なことと，子ども

達にとって身近であり，休み時間や家庭でも運

動に取り組むことができ，多様な動きを引き出

すことを目的に実践した内容を紹介する.

Dニ拍子三拍子(手パージョン)

はじめは気を付けの姿勢から，右手は2拍子

(横→気を付けの11時，左手は3拍子(横→手を

肩にタッチ→気を付けの11時のリズムで動かす.

6拍子目で元の状態に戻る.慣れできたら左右

逆にしてやってみる.

2)二拍子三拍子(手足パージョン)

気を付けの姿勢から手は2拍子(横→気を付

けの11時のリズムを繰り返す.足は，開く→閉

じる→閉じるの3拍子を繰り返しで行う.これ

らを同時に行い6拍子目で元の状態に戻る.

3)マリオネット

両手を肩→上→肩→前→肩→横→肩→下の順

番で動かす.次に右手のスタートを上からにし

て左手は方からのスタートとして一つずつずら

しながら動かす.慣れできたら右手と左手を逆

にする.
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4)ドロップボールキャッチ

二人一組で向かい合って行う.一人がボール

をもって胸の高さでキープしておく.キャッチ

する人は，ボールの上に手を構えて待機する.

相手がボールを離した(落下した)瞬間に素早

くキャッチする.

5)いろんなキャッチ

二人一組でいろんな条件下でのキャッチボー

ルをやってみる.~愛ろ向きでキャッチボール.

②二つのボールを使って，互いに同時に投げて

キャッチする.働目手が転がしたボールをお尻

を使って止める.④ボールを持った状態で，相

手が投げたボールをボールでキャッチ(ボール

同士でドリブノレ)してリリースする.

6)ボールくぐり

ボ、ーノレをで、きるだけ真上に高く投げる.バウ

ンド後，素早くボールの下を(頭を)くぐらせ

る.何回くぐることができたか勝負する.ボー

ルの位置と自分がくぐるタイミング、を上手にコ

ントローノレすることがポイントとなる.

ηボールで、ジャグリング

ボールを2つ使い，ジャグリングをする.ジ

ャグリングしたまま前に進む，後ろに進むを繰

り返して行う.その他，ジグザクや障害物など

を用いると難易度が上がる.

8)交互にフープくぐり

フープをなるべく真っすぐに転がす.転がる

フープのタイミングに合わせて，横から素早く

くぐり抜ける.くぐり抜けた後，もう一度くぐ

って戻る.これを数回繰り返し何回できたかを

競う.

9)フープをジャンプ

一人がフープをまっすぐ転がし，転がってく

るフープに対してタイミングを合わせながら跳

ひ溜える.チームで列を作って，何人肱地若せ

るかを競う.
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10)ラダーを使った運動遊び

梯子状のひもや直接体育館の床などにテープ

で四角いマスを作成し，そのマス目の中や外に

色々なステップで前進したり，後退したりある

いはジャンプしながら運動を行う.チームでオ

リジナルのステップを考えるなどして，難易度

を上げていく(資料1参照). 

3.研修参加者の静価および感想

体っくり運動の目的や子ども達へ実際に指導

する際の留意点に加え，現代の子どもの身榊句

鞘敷から幼少期に身につけておくべき基本動作

など，客観的評価の視点で話を進めた.また，

遊びの要素を取り入れて体育授業で使えるアイ

スブレイクやコーデ、イネーションを高める運動

を先行研究の実践事例を参考に紹介した.以下

は，宮古島市立教育研究所が講習会参加者に実

施したアンケートの感想を一部紹介する.

今回の研修会において，参加者がどのように

感じたかを4(良かった)""'1 (悪かった)の4

段階で音羽面してもらったところ，実技指導1(楽

しいアイスプレイク)では， 3.9+0.3，実技指導
II (コーデ、イネーションを養う体っくり運動)

では， 3.9::t0.3といずれも参加者にとって満足

度の高い内容で、あったことが伺えた.また，研

修内容の理解度について同様の評価をしてもら

ったところ 3.8::tO.4と一定の理解が示された.

そして，参加者より研修を受けての感想および

意見等が挙げられた.

a道具なども学校ですぐに準備できそうなもの

を使っていて，すぐに取り組める運動ばかり

でとても良かった.学級でも実践します.あ

りがとうございました.

b低学年にもできそうな内容だ、ったので良かっ

たです.是非， 2学期から取り入れてみたい

と思います.お忙しい中ありがとうございま

した.

c低学年でも楽しく体育の授業に参加できそう

な内容でとても参考になりました.

d体育の授業だけでなく，学級の集団づくりに

も活カ￥せるアイスプレイクは2学期にさっそ

く使ってみたいと思いました.孝旭市が実際に

動けない場合の指示の仕方のヒントがつかめ
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たような気がします.

e r実技Jの中にも 50代の女性でも動ける運動

を紹介してくださるので参加しやすい体育研

修でした.初めて耳にする言葉「アイスプレ

イクJrコーデ、イネーション能力Jも体育の学

習だけでなく学級活動の中に取り入れること

ができるので同僚に伝えられそうです.

f子ども遣が楽しく活動できる内容だ、ったので，

2学期の体育に取り入れていきたい.

gアイスプレイクは，体育の時間以外でも学級

集会などにも取り入れたいと思いました.た

くさん“ネタ"を教えていただきありがとう

ございました.楽しかったです.子ども達と

もっと仲良くなれそうです.

h動きの中で子ども達の楽しさを引き出し，競

技に繋げながら工夫したいです.

i実際に体験しながらだ、ったので、楽しみながら

理解することができました.今日の学びを部

活動でも活用し子どもがしっかりと自分の体

をコントロールできるようにしてあげたい.

jありがとうございました.自分の体力づくり，

何かへの取り入れ等に生かせていきたいと思

います.

以上の感想から，参加者のほとんどが満足感

を得られた講習内容であったことが伺えた.ま

た体育授業のみならず学級活動でも取り入れ

たいとの感想もあり，本明彦での実践内容が他

の活動でも応用できることが期待できると感じ

た.

4.まとめと今後の課題

本報は，宮古島市立教育研究所が主催する夏

期研修の一環として，琉球大学教育学部付属教

育総合実践センターのアドバイザリースタッフ

g雨量事業を利用し，宮古島市の教諭に学校体育

における体っくり運献頁域の実技実践を行った.

体っくり運動はすべての学年で必修化されてお

り，多様な動きを作る上で一層，重要持見されて

いる.一方で，学校現揚では，児童の意欲・関

心を維持することの困難さそ授業で取り扱う内

容に自信が持てないなどの背景があることから、

今回，実践した内容として，授業の導入で活用

できる「アイスプレイクJと幼少期に身につけ

ておきたい「コーデ、ィネーション能力」を養う

運動を取り上げた.いずれも「甑~J の要素を

含み，児童が飽きない内容と仲間で協力し合う

ことを中心に内容を構成した.研修後，多くの

務命から満足のいく内容であるとの意見があり，

体育授業以外での活用できる可能性も期待でき，

充実した明彦で、あったことが推察される.しか

し今回紹介した内容はごく一部であり，いず

れこれらの内容も飽きてしまうことがあるため，

常に新しい耕寸を開発し続けることが求められ

ると考える.
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ラダーを使ったステップ例
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爾曲目を揃え、1マスずつステップし附滋する.
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ゲー・パーを繰り返し、1マスずつ
ステッブし前滋する.
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